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　市
会
議
員
11
年
。
母
親
と
し
て
、
働
く
女
性
と
し
て
、

く
ら
し
の
願
い
を
届
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
健
や
か
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
働
き
、
年
を
重
ね
ら
れ
る
ま
ち
へ
。

京都市中京区河原町御池　京都市役所内
TEL. 222-3728 FAX. 211-2130

2014年3月●ご意見・ご要望は下記までご連絡ください。
E-mail. info@cpgkyoto.jp
京都市会議員団 検索日本共産党京都市会議員団

今
こ
そ
、

い
の
ち
守
る
市
政
を
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9 条を守る女性美術展

京都に生まれ育つ

京都精華大学美術学部造形学科洋画専攻　卒

地球温暖化防止京都会議（COP3）ボランティア、
阪神大震災救援ボランティアなどに参加

京都市職員労働組合書記局勤務、青年部副部長など

京都市会議員初当選

長男出産

次男出産

1973年

1997年

1998年

2003年

2006年

2007年

P r o f i l e

京都市会議員3期目。美術愛好議員連盟副会長、くらし環境委員会（環境
政策局、文化市民局）などに所属。美大出身の経験を活かし「文化を身近
に」、ごみ減量・分別を、発達障害児・者への支援など、取り組む。

家族：夫、二男
趣味：日曜大工、映画鑑賞、何でも作ることが大好き、スキー、バレーボール

ギャラリーかもがわ（堀川出水西）で毎年、「平和を
愛し憲法９条を守る女性美術展」が開催され、100
を超える作品が出品されています。私も、出品して
います。



積
物
落
下
に
よ
る
作
業
員
負
傷
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
続
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
稼
働
に
固
執
し

て
き
た
市
長
の
責
任
は
重
大
で
す
。

日
本
共
産
党
京
都
市
議
団
は
、
事
業
発
表
の
時

か
ら
「
技
術
が
未
完
成
で
危
な
い
。
巨
額
の
費
用

も
か
か
る
」
と
指
摘
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
遅
す

ぎ
た
契
約
解
除
の
判
断
に
つ
い
て
、
市
長
は
自
ら

の
責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
今
後
、
同
じ
よ
う
な

施
設
整
備
は
し
な
い
と
明
言
す
べ
き
で
す
。
そ
し

て
、
市
民
に
一
切
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
総
工
事

費
1
7
5
億
円
を
含
め
市
と
住
友
重
工
は
責
任
を

と
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

ひ
ろ
げ
よ
う

─
高
知
県
梼ゆ

す

原は
ら

町
を
み
て
き
ま
し
た

2
0
1
1
年
8
月
、「
2
0
5
0
年
ま
で
に
電

気
の
自
給
率
1
0
0
％
」
を
め
ざ
し
て
い
る
高

知
県
梼
原
町
を
視
察
し
ま
し
た
。
落
差
を
活
用
し

た
水
力
発
電
（
毎
時
53 

kw
）
な
ど
、
町
の
電
気
の

27
％
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
い
、
自
然
と
上
手

に
つ
き
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
の
設
置

は
1
0
5
戸
で
全
体
の
5
・
8
％
。
間
伐
材
で
燃

料
（
ペ
レ
ッ
ト
）
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
焼
却
灰
溶
融
施
設
の
稼
働
を
中
止
し
た

高
知
市
も
調
査
へ
。
い
っ
た
ん
稼
働
し
た
も
の
の
、

1
3
0
0
度
の
ス
ラ
グ
が
流
出
す
る
事
故
が
お
こ

り
稼
働
を
中
止
。
市
民
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

資
源
化
（
分
別
）
を
広
げ
る
方
針
に
転
換
し
て
い

ま
し
た
。

台
風
18
号

山
科
区
で
も
大
き
な
被
害
が

台
風
18
号
（
２
０
１
３
年
９
月
）
の
豪
雨
に
よ

り
、
山
科
で
は
、
建
物
被
害
が
全
壊
1
件
、
一
部

破
損
21
件
、
浸
水
被
害
は
床
上
・
床
下
あ
わ
せ

2
2
9
件
に
も
及
び
ま
し
た
。
山
科
で
も
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
と
な
り
、
牛
尾
街
道
は

通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
御
陵
駅
に
水
が
流
れ
込
ん
で
地
下
鉄
東

西
線
が
４
日
間
の
運
行
停
止
と
な
り
、
山
科
駅
か

ら
烏
丸
御
池
ま
で
の
「
代
替
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ

ま
し
た
。

私
は
、
被
害
の
現
場
で
の
泥
か
き
を
は
じ
め
、

被
害
状
況
や
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
復
旧
と
被
災

者
へ
の
支
援
を
京
都
市
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
被
害
状
況
を
つ
か
む
人
手
が
足
り
な
い
事

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
命
と
く
ら
し
を
守
る

職
員
体
制
が
必
要
で
す
。

焼
却
灰
溶
融
施
設
が
契
約
解
除
に

京
都
市
が
す
す
め
て
き
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
整

備
。
当
初
の
期
限
か
ら
3
年
半
も
工
事
が
遅
れ
最

終
段
階
の
試
運
転
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
し
て
い

ま
し
た
。
引
き
渡
し
期
限
と
な
っ
て
い
た
昨
年
８

月
末
に
間
に
合
う
見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
た
京

都
市
は
、
住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
に
対
し
て

「
契
約
解
除
」
を
通
告
し
ま
し
た
。

市
が
基
本
構
想
を
発
表
し
た
2
0
0
3
年
か
ら

今
日
ま
で
、
排
水
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
出
、

心
臓
部
の
炉
内
耐
火
レ
ン
ガ
の
亀
裂
・
損
傷
、
堆

災害に強く、
環境にやさしい山科を

防災・環境

焼却灰溶融施設の稼働中止を求める会の様子

梼原町の水力発電を視察（2011年8月） 四ノ宮川沿いにて。ブロック塀がなぎ倒され床上浸水のお宅で

京都会館再整備 ─市民と子ども達が親しめるホールに─

写真は、解体される前の京都会館第一ホールのホワイエ（エントランス
からホールまでの広い空間）で、内・外の空間の連続性、水平性が特徴で
した。しかし、いま、建物はまっぷたつ、北側半分は解体されています。
私は、「びわ湖ホール」「フェスティ

バルホール」「神戸文化ホール」「吹
田メイシアター」などを視察し、京
都会館は、どんなホールをめざすの
か、もっと関係者の声を聞き、市民
ホールとしてのプランが必要だと考
えています。 京都会館第一ホールのホワイエ
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険
料
滞
納
に
よ
る

学
資
保
険
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
や

め
よ
と
議
会
で
追

及
し
て
い
ま
す
が
、

市
は
「
特
に
痛
み

は
感
じ
て
い
な
い
」

な
ど
と
ひ
ど
い
答

弁
を
し
て
い
ま
す
。

「
働
き
続
け
ら
れ
な
い
」保
育
士

し
わ
よ
せ
は
子
ど
も
に

「
保
育
所
に
負
担
と
な
る
こ
と
を
す
れ
ば
、
京

都
市
の
補
助
金
が
増
え
る
」。
そ
ん
な
ポ
イ
ン
ト

制
が
導
入
さ
れ
た
京
都
市
内
・
民
間
保
育
所
へ
の

補
助
金
（
新
プ
ー
ル
制
）。
現
場
で
は
「
夏
休
み

な
し
」「
満
員
の
保
育
室
」
な
ど
の
問
題
が
噴
出

し
、
保
育
士
の
給
与
が
全
額
保
障
さ
れ
ず
、
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
も
。

ま
た
、
政
府
は
、
保
育
士
資
格
の
な
い
職
員
も
認

め
る
「
規
制
緩
和
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
と
し
て
実
施
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

保
育
に
対
す
る
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

活
躍
す
る
熊
本
市
に
調
査
へ

2
0
1
2
年
８
月
の
議
員
団
他
都
市
調
査
で
熊

本
市
へ
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
小

中
学
校
に
配
置
し
、
不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
区
役
所
、
教
育
委

員
会
、
担
任
教
員
、
児
童
相
談
所
と
バ
ラ
バ
ラ
に

な
り
が
ち
な
動
き
・
認
識
を
つ
な
げ
る
仕
事
で
、

熱
意
あ
ふ
れ
る
担
当
職
員
の
お
話
に
感
動
。
ス

タ
ッ
フ
の
方
は
「
ま
だ
ま
だ
体
制
の
充
実
が
必
要
」

と
切
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
、
い
ま
「
困
難
校
」
へ
の
配
置
だ

け
と
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
を
視
野
に
入
れ
た
体
制
の
強
化
、
抜
本
的
な
改

善
が
必
要
で
す
。

山
科
か
ら

休
日
急
病
診
療
所
が
な
く
な
る
…

受
診
者
8
0
0
人
減
少

2
0
1
1
年
2
月
末
で
山
科
の
休
日
急
病
東
診

療
所
は
廃
止
と
な
り
、
二
条
駅
前
の
1
ヵ
所
だ
け

に
な
っ
た
京
都
市
休
日
急
病
診
療
所
。

区
民
の
み
な
さ
ん
と
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
二
条
駅
前
ま
で
は
遠
す
ぎ
る
。
病
気
の

子
ど
も
と
行
け
な
い
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
廃
止
前
の
年
と
比
べ
る
と
、

山
科
区
か
ら
の
小
児
科
・
内
科
へ
の
受
診
者
は
、

8
0
0
人
も
減
っ
て
い
ま
す
。

党
議
員
団
が
こ
の
事
を
指
摘
す
る
と
、「
三
つ
の

救
急
告
知
病
院
で
受
診
さ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題

は
お
こ
っ
て
い
な
い
」「
山
科
の
状
況
は
つ
か
ん
で

い
な
い
」
と
の
冷
た
い
答
弁
の
京
都
市
。
何
度
も

追
及
し
、
や
っ
と
「
実
態
を
つ
か
む
」
と
の
答
弁

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

「
重
症
化
す
る
前
に
診
て
も
ら
う
」
の
が
、
子
ど

も
の
病
気
で
は
重
要
で
す
。
山
科
で
の
診
療
所
復

活
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

国
保
会
計
は
５
年
連
続
で

単
年
度
黒
字
な
の
に
、
高
す

ぎ
る
保
険
料
は
そ
の
ま
ま
。

も
う
、
負
担
は
限
界
を
こ
え

て
い
ま
す
。
５
年
間
で
発
生

し
た
約
94
億
円
の
単
年
度
黒

字
は
、
保
険
料
の
引
き
下
げ

に
ま
わ
す
べ
き
で
す
。

党
議
員
団
は
、
一
部
負

担
金
減
免
制
度
を
市
民
に

広
く
知
ら
せ
る
こ
と
、
保

山科区の受診者数
2010年 2011年 増　減

小児科 900人 370人 ▲530人

内　科 391人 129人 ▲262人

熊本市こどもセンターにてお話を聞きました 廃止された休日急病東診療所（区役所西側）

国民健康保険会計の単年度黒字額

2008年度 約13億円 2009年度 約11億円
2010年度 約15億円 2011年度 約27億円
2012年度 約27億円

国保料引き下げを求める街頭署名を
つづけてきました。

私は美大出身の経験を活かし、将来構想を議論中の市美術館について、「若手
支援」「学芸員増」「収蔵作品展の充実」等を要求してきました。2013年度の京
都会館を含めた利用料金大幅値上げで
は「負担を増やせば若手をはじめ活動
できなくなり、入場料の値上げにも。
文化芸術を市民から縁遠くするな」と
厳しく指摘。また、現在の市民アトリ
エ（美術教室）がなくなる問題では、「芸
術家を生み出してきた歴史ある場。活
動保障を」と取り組んでいます。

「よりよい京都市美術館へ」 代表質問でも取りあげ

80周年をむかえる京都市美術館にて

だれもが安心して
健やかにくらせるまちへ

福祉・子育て応援・雇用
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雑
が
み
の
分
別
ス
タ
ー
ト
へ

ま
ご
こ
ろ
収
集
を
ひ
ろ
げ
よ
う

「
高
い
有
料
袋
の
値
下
げ
を
」「
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
拡
大
を
」
と
た
び
た
び
議
会
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
燃
や
す
ご
み
の
中
の
４
割
は
紙
ご

み
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
そ
の
う
ち
約

６
割
も
。
京
都
市
も
や
っ
と
２
０
１
１
年
か
ら
分

別
を
積
極
的
に
市
民
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
雑
が
み
（
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
以
外
の
紙
製
品
な
ど
）
を
分
別
す
る
「
雑

が
み
の
保
管
袋
」
の
配
布
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
中
に
は
全
市
で
取
り
組
む
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
ご
み
出

し
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
「
ま
ご
こ
ろ
収
集
」
を

妊
婦
に
も
拡
大
を
と
生
活
支
援
充
実
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
改
善
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、

公
約
実
現
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

学
校
給
食
食
器
へ
の

清
水
焼
・
京
焼
を
広
げ
て

産
業
観
光
局
に
対
し
、「
清
水
焼
の
給
食
食
器
」

の
普
及
拡
大
で
、
子
ど
も
た
ち
が
伝
産
品
に
触
れ

る
機
会
の
拡
大
を
と
求
め
、「
価
格
の
問
題
が
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
」
と
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
地
元
山
科
区
で
１
校
だ
け
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

陶
磁
器
の
破
損
率
は
年
５
～
14
％
。
ポ
リ
系

の
食
器
は
経
年
劣
化
の
関
係
か
ら
４
年
で
交
換
と

な
り
、
年
率
に
す
る
と
25
％
の
破
損
率
で
す
。
清

水
焼
の
生
産
者
も
販
路
拡
大
に
苦
労
が
あ
る
と
こ

ろ
。
京
都
の
子
ど
も
た
ち
が
伝
産
品
に
接
す
る
機

会
が
増
え
れ
ば
、
後
継
者
育
成
・
需
要
の
拡
大
に

つ
な
が
り
ま
す
。

全
国
で
も
琉
球
漆
器
、
伊
万
里
焼
な
ど
が
地
元

の
学
校
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
内
で
使
わ

れ
る
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
は
全
国
で
10
％
以
下
の
使

用
状
況
で
時
代
お
く
れ
で
す
。

音
羽
児
童
館
が
ス
タ
ー
ト

安
朱
学
区
の
学
童
ク
ラ
ブ
改
善
を

こ
の
間
、
西
野
児
童
館
に
続
き
、
音
羽
児
童
館

が
完
成
。
山
科
区
で
は
安
朱
学
区
に
「
山
階
児
童

館
の
分
室
」
と
し
て
学
童
保
育
（
ク
ラ
ブ
）
が
で

き
ま
し
た
が
、
登
録
し
て
い
る
子
ど
も
し
か
通
え

ず
、
施
設
も
狭
く
、
の
び
の
び
す
ご
せ
ま
せ
ん
。

共
働
き
の
家
庭
も
増
え
る
中
、
放
課
後
な
ど
に

家
庭
の
役
割
を
果
た
し
専
門
の
指
導
員
が
見
守
る

学
童
保
育
や
、
広
く
地
域
の
子
ど
も
・
保
護
者
が

交
流
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
児
童
館
が
も
っ
と
必
要

で
す
。
京
都
市
に
対
し
て
「
児
童
館
１
３
０
館
整

備
後
の
目
標
が
必
要
」
と
強
く
要
求
中
で
す
。
保

育
園
も
児
童
館
・
学
童
保
育
も
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

市
営
住
宅
の「
風
呂
が
ま
」取
替
え
・

修
繕
、費
用
負
担
が
市（
公
社
）に

市
営
住
宅
の
「
風
呂
が
ま
」
取
替
え
・
修
繕
の

費
用
が
入
居
者
負
担
と
な
っ
て
い
た
問
題
に
つ
い

て
、
京
都
市
が
設
置
し
て
10
年
以
上
た
て
ば
、
住

宅
供
給
公
社
の
負
担
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
で
は
、「
入
居
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
政

令
市
は
少
な
い
」
と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
運
動
の
成
果
で
す
！

「京都の学校給食で地場の陶磁器の活用を」と申し入れ（2012年11月）

身近な願い
届けつづけて

くらし・伝統産業

小学校の空き教室を利用した音羽児童館にて

雑がみ分別用の袋が配られています。

●取替え・修繕の問い合わせ
　京都市住宅供給公社　075（223）2121
　〈山科区の現在対象となるところ〉
　音羽、音羽千本、東野、大宅、椥辻西
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地域要求安心してくらせる山科を

安全なまちづくりを

子どもの医療費助成ひ
ろげよう

通院で一人当たりの窓口支払いが

「月額3000円まで」に改善しました（市役所へ要望にこられたみなさんと）。

2013年9月の台風18号で

市職員の人手不足が

明らかになりました。

疏水沿いの倒木も調査。

鏡山学区の渋谷通りに、

昨年3月から1日2便・京阪バスが乗り入れ。

「長く走らせてほしい」と切望されています。

毎年、山科商店街周辺で行われる

「ぐるっとふれ愛 まちフェスタ」「子どもフェスタ」も応援。

もてなすくんと

初当選以来、

地域のみなさんと

取り組んできました。

2014年工事スタート。

要求してきた

災害時の

マンホールトイレ。

今回、東野公園に

10個整備へ。

東野公園に
災害時マンホールトイ

レ

通学路の安全対策

安祥寺川の上へ歩道工
事

商店街・地域活性化

地域循環バスの充実を
めざして

老朽対策で工事中（2013年度）

山階小学校エコ改修

東日本大震災被災者支
援

大阪法務局へ
金融円滑化法問題で

募金活動、避難者支援にすぐ動きました。

住宅ローン金利引き下げへしっかり対応をと交渉。
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　14人の日本共産党京都市会議員団は、市民の
みなさんと力をあわせ、市民いじめの悪い政治
とキッパリ対決して、市議会でねばり強い論戦
をおこなうとともに、つねに建設的な対案を示
し、みなさんの切実な要求や願いを次々に実現
させてきました。

14人 日本共産党京都市会議員団の

市民とともに 市政を動かす

安
倍
内
閣
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
奪
う
秘
密
保
護
法

の
強
行
成
立
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
原
発
推
進
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
国
民
的
運
動
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
門
川
市
長
に
対
し
「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
国
に
対
し
物
を
言
う
べ
き
」
と

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
国
い
い
な

り
で
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
解
体
も
推
進

の
立
場
で
す
。
市
長
与
党
も
昨
年
11
月
市
会
に

56
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
「
増
税
中
止
」
の
請
願
を

不
採
択
に
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

　
　焼却
灰
溶
融
施
設
─
契
約
解
除

共
産
党
議
員
団
は
、
試
運
転
開
始
後
も
ト
ラ

ブ
ル
が
続
い
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、「
技

術
的
に
未
完
成
の
施
設
で
あ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
の

典
型
だ
」
と
批
判
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
稼
働
中
止
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
8

月
に
住
友
重
工
と
の
「
工
事
契
約
解
除
」
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線

共
産
党
議
員
団
は
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
市

内
高
速
道
路
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
残
る
未
着
工
３
路
線
（
堀
川
線
・
西
大
路

線
・
久
世
橋
線
）
の
総
事
業
費
は
2
9
0
0
億

円
で
、「
計
画
の
中

止
」
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
2
年
3
月
の

市
議
会
で
、
市
長

は
事
実
上
、「
廃
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、

職
員
削
減
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」は
撤
回
を

４
年
間
で
2
5
0
億
円
の
福
祉
・
教
育
予
算

を
含
む
経
常
経
費
を
削
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
は
、
国
の
構
造
改
革
路
線
を
そ
の

ま
ま
京
都
に
持
ち
込
む
も
の
で
、
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
の
撤
回

が
必
要
で
す
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
の
値
上
げ
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し

て
議
会
で
論
戦
を
お
こ
な
っ
た

の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

他
会
派
・
無
所
属
の
議
員
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
水
道
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
す
べ
て
の
値
上

げ
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、
乗
る
た

び
に
一
定
の
お
金
を
払
う
「
応
益
負
担
」
の
制
度

に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、「
敬
老
乗
車
証
を
守
れ
」

の
市
民
の
た
た
か
い
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
　
市
民
集
会
」
に
は

1
7
0
人
が
参
加
。
今
年
２

月
ま
で
に
、
市
長
に
対
し
て

８
３
８
８
筆
の
要
望
署
名
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
へ
の

緊
急
対
策
と
復
旧
支
援
に
全
力

市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

台
風
18
号
。
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
2
0
0
カ

所
を
こ
す
被
害
現
場
を
調

査
し
、
緊
急
の
対
策
と
復

旧
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
市
に
3
次
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
被

災
者
の
復
旧
支
援
と
一
日

も
早
い
補
償
の
実
現
、
台
風
18
号
被
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
抜
本
的
な
浸
水
被
害
対
策
な
ど
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

秘密保護法は廃止すべき

4月からの消費税増税中止を

未着工3路線

台風18号の被害対策について
京都市に申し入れ

新十条通

久世橋線
名神高速道路

油
小
路
線

西
大
路
線

堀
川
線

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

切
実
な
要
求
を
次
々
に
実
現

市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
は

京
都
市
の
責
任
で
取
り
替
え
に

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
共
産
党
だ

け
。
毎
年
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市
バ
ス
均
一
運
賃
区
間
が

嵯
峨
・
嵐
山
地
域
に
拡
大

10
年
来
の
地
域
住
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と

市
議
会
で
の
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

西
賀
茂
北
部
の
柊
野
に

市
バ
ス
路
線
が
走
る
こ
と
に

西
賀
茂
車
庫
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
延
長
を
求

め
て
き
た
住
民
の
悲
願
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
、阪
急
西
院
駅
等
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
前
進

2
0
1
4
年
度
は
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
、
阪
急
嵐
山
・

松
尾
大
社・上
桂
駅
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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